
	資料名
	１１　張君の笑顔
	主題名
	差別や偏見のない公平な心
	学研

	指導時期
	　　月　　週
	内容項目
	4-(3)正義、公正・公平、差別や偏見のない社会の実現

	

	 ねらい
	　だれに対しても公正、公平に接することの大切さについての自覚を深め、差別や偏見のない社会の実現に努めようとする心を育てる。

	学
習
活
動
	導入
	○差別ではないかと感じるのはどんな場面か。
・他の人と同じように接していない時。

	
	展開
	①雄一のことをあだ名で呼ばない孝文は、自分のことをどう思っていたか。
　　・自分は雄一に嫌な思いはさせていない。

　　・自分は悪いことはしていない。
②張順が転入してきた時、孝文や和樹は張に対してどのように思ったか。
　　・英語を使えないから興味がない。・英語を試せないからがっかり。
③和樹と孝文の違いはなんだったのだろうか。孝文はなぜ、これまで張の笑顔を見ることができなかったのだろうか。
　　・孝文はずっと町に無関心だったが、和樹は張の気持ちを考えてあげた。

　　・一樹は張のことをわかろうとしていた。

④昇降口で雄一を見かけた孝文は、どんなことに気づいたか。
　・雄一の気持ちを考えることが大切だ。

　・あだ名で呼んでいる人に何も言ってないから、雄一のことを考えた事にならない。

	
	終末
	○『心のノート』Ｐ．１０２、１０３を読む。

	参考資料
	●「世界人権宣言」【第１条】
すべての人間は、生まれながら自由で、尊厳と権利について平等である。





　　　　　　


　　張君の笑顔





孝文


　　雄一を、自分はあだ名で呼ばない


　　　　→　自分は悪くない


　　　雄一に嫌な思いはさせていない。


　　　→自己中心的








　張に対して


　　　　→英語を使えたらよかったのに


　　がっかり←自己中心的


　　話しかけなかった












































雄一の気持ちを考えていたのか→違う





一樹　　相手の気持ちを考えて


　　　　接した。


　　


　　　・張と分かりあえる関係


　　　・張のことを大切にしている


　・がっかりした気持ちのままじゃ分かりあえない


　・相手を尊重し向き合うことが大切









